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	応用
	抗原情報
	背景
	SHP-2は、SH2を含む普遍的に発現するチロシン特異的タンパク質ホスファターゼです。成長因子、サイトカイン、ホルモン、抗原、細胞外マトリックスの受容体の下流におけるシグナル伝達に関与し、細胞の増殖、分化、遊走、および細胞死を制御します。様々な受容体および細胞質タンパク質チロシンキナーゼの下流に作用し、細胞表面から核へのシグナル伝達に関与します（PubMed:10655584、PubMed:18559669、PubMed:18829466、PubMed:26742426、PubMed:28074573）。MAPKシグナル伝達経路を正に制御します（PubMed:28074573）。 GAB1、ARHGAP35、EGFRを脱リン酸化します（PubMed:28074573）。ROCK2の「Tyr-722」を脱リン酸化することで、RhoA結合活性を刺激します（PubMed:18559669）。CDC73を脱リン酸化します（PubMed:26742426）。SOX9のチロシン残基を脱リン酸化することで、SOX9を不活性化し、骨化を促進します（類似性による）。
	研究分野
	シグナル伝達
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	(1) NIH/3T3細胞溶解物、(2) PDGF処理したNIH/3T3細胞溶解物におけるPhospho-SHP2 (Y542)発現のウエスタンブロット解析。

